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巻き起した組織起源、血液起源の問題を内包していた。さらに、1924 年 Aschoff は生体染
色や高コレステロール食飼育実験の研究成果から局所組織に起源する細網細胞、細網内皮、







1969 年 Langevoort ら 4)によって提案された単核性食細胞系(mononuclear phagocyte 













1882 年 Metchnikoff によって食細胞学説が提唱され、マクロファージの命名がなされ
て以来既に一世紀を遙かに越え、その起源を巡って論議が戦わされ、20 世紀はマクロファ
ージの起源、発生、分化について正に論争の坩堝であった。本書では、Metchnikoff の食
細胞系学説、Aschoff の網内系学説、van Furth らの単核性食細胞学説を中心にして解説
し、それぞれの学説の意義、問題点、ならびに批判について述べ、吟味を加えたい。次に、
マクロファージの系統発生、ヒトやマウス、ラットなどの哺乳類の個体発生に於けるマク
ロファージの発生、分化、ならびに成熟について詳説する。ヒト、マウス、ラットなどの
哺乳類の成熟個体に於けるマクロファージとその類縁細胞を述べ、従来マクロファージと
の関連が指摘された諸細胞に対する今日での理解ならびに解釈、それに至った時代的変遷
の過程を踏まえて解説する。さらに、マクロファージならびにその類縁細胞の発生、分化
と成熟、それら細胞の前駆細胞の多様性、ならびに分化過程について述べる。 
 
